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委員長  坂本 仙一

委員  小池みよ子

副委員長  笹沼 康弘

委員  山口 哲秀

委員  田口　茂

委員  菅谷　毅

都市経済委員会

経済振興部、都市整
備部、農業委員会に
関することを審査・
調査します。

議会運営委員会

委 員 長 小池みよ子
副委員長 池 田　 芳 範

委　　員

根 崎　　 彰
坂 本　 仙 一
立 原　 弘 一
佐 藤　 信 成
栗 林 京 子
樋口 富士男
菅 谷　　 毅

議会運営に関することを協議します。

委 員 長 河 津　　 亨
副委員長 栗 林 京 子

※委員は、議長・副議長を除く全議員です

東京2020オリンピック推進調査特別委員会
東 京2020オ リ ン ピ ッ ク
サッカー競技の本市開催
を成功に導くため、本市が
取り組む準備・運営の支援
に関する調査を行います。

委 員 長 山 口　 哲 秀
副委員長 根 崎　　 彰
※委員は、議長を除く全議員です

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
新型コロナウイルス感染症
の拡大防止と市民の安全・
安心の確保をするための対
策について検討します。

委 員 長 栗 林 京 子
副委員長 小松﨑敏紀
※委員は、議長を除く全議員です

予算決算常任委員会
予算や決算に関することを審査・調
査します。

広報広聴委員会 委 員 長 小松﨑敏紀
副委員長 樋口富士男

委　　員

小池みよ子
宇 田　 一 男
笹 沼　 康 弘
舛 井　 明 宏

市議会の広報広聴に関す
ることを担当しています。
議会だよりの企画立案・編
集も行っています。

特集
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議長　篠塚 洋三 　副議長　山口 哲秀

　５月18日に開催された令和３年第１回臨時会から、常任委員
会や議会運営委員会、本紙の編集など広報広聴を担当する広報
広聴委員会の構成などが新しくなりました。今後２年間はこの
体制でそれぞれ所管の委員会活動などを行っていきます。

委員長  樋口富士男

委員  宇田  一男

副委員長  小松﨑敏紀

委員  佐藤 信成

委員  飯塚 俊雄

委員  川井 宏子

委員  立原 弘一

委員長  池田 芳範

委員  河津  亨

副委員長  栗林 京子

委員  篠塚 洋三

委員  内田 政文

委員  舛井 明宏

委員  根崎　彰

文教厚生委員会
健康福祉部と教育委員会に関
することを審査・調査します。

総務生活委員会
政策企画部、総務部、市民
生活部、出納室、監査委員
事務局に関すること、また、
他の委員会が担当しないこ
とを審査・調査します。
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議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結　果

市長から提出された議案及び報告　５件

議 案 第 34 号 令和３年度鹿嶋市一般会計補正予算
（第２号）

歳入歳出それぞれ9,599万7千円を追加し、総額237億
5,962万円とするもの。歳入の主なものとしては、保健衛
生費補助金及び新型コロナウイルス感染症対応地方創生
臨時交付金の増1億643万9千円、地域福祉基金繰入金の
減1,344万2千円など。歳出の主なものとしては、長寿を
たたえる事業の減1,344万2千円、長寿祝い膳応援事業の
増3,132万3千円、新型コロナウイルス感染症検査委託料
などの増1,796万円、新型コロナウイルスワクチン接種体
制支援金などによる新型コロナウイルスワクチン接種経
費の増5,865万6千円などを計上。

原案可決

報 告 第 ２ 号 専決処分について（鹿嶋市税条例等
の一部を改正する条例）

地方税法等の一部を改正する法律が令和３年４月１日か
ら施行されることに伴い、固定資産税（土地）の負担調
整措置等についての規定を整備するため、条例の一部を
改正したもの。

原案承認

報 告 第 ３ 号 専決処分について（鹿島地方公平委
員会共同設置規約の変更について）

令和３年４月１日に設立した鉾田・大洗広域事務組合が同
日付けで鹿島地方公平委員会に加入することに伴い、関
係団体の議会の議決を経て鹿島地方公平委員会共同設置
規約を変更する必要があるため、地方自治法第179条第１
項の規定により専決処分を行ったもの。

原案承認

報 告 第 ４ 号 専決処分について（鹿嶋市介護保険
条例の一部を改正する条例）

新型コロナウイルス感染症の影響により収入の減少等一
定の条件に該当する介護保険の第１号被保険者を対象に
介護保険料の減免等を行うため、条例の一部を改正した
もの。

原案承認

報 告 第 ５ 号 専決処分について（令和３年度鹿嶋
市一般会計補正予算（第１号））

歳入歳出それぞれ4,362万3千円を追加し、総額236億6,362
万3千円とする補正予算としたもの。歳入としては、子育
て世帯生活支援特別給付金事業補助金の増4,362万3千円。
歳出としては、子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり
親世帯分）給付事業4,362万3千円を計上。

原案承認

議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結　果

市長から提出された議案　16件

議 案 第 35 号 令和３年度鹿嶋市一般会計補正予算
（第３号）

歳入歳出それぞれ4億1,006万1千円を追加し、総額241
億6,968万1千円とするもの。歳入の主なものとしては、
児童福祉費補助金の増及び新型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金の増など1億678万1千円、ふるさ
と納税の増など3億100万円、財政調整基金繰入金の増94
万3千円など。歳出の主なものとしては、企画調整事務経
費の増1,807万3千円、鹿島アントラーズホームタウン支
援金によるホームタウン推進事業の増2億4,137万7千円、
災害対策経費の増855万3千円、特別保育・保育サービス
支援事業の増1,060万円、子育て世帯生活支援特別給付金

（その他世帯分）給付事業の増5,696万9千円、施設改修工
事費による体育施設管理費の増371万円など。

原案可決

議 案 第 36 号

鹿嶋市農業委員会委員の任命について

鹿嶋市農業委員会委員の任命について、農業委員会等に
関する法律第8条第1項の規定により、議会の同意を求め
るもの。任期は、令和3年8月27日から3年間。
議案第36号：出頭　勝美　氏（再任）
議案第37号：橋本　　正　氏（再任）
議案第38号：山本　清治　氏（再任）
議案第39号：大槻　勝敏　氏（再任）
議案第40号：永作　幸雄　氏（再任）
議案第41号：清宮　茂信　氏（再任）
議案第42号：桐澤いづみ　氏（再任）
議案第43号：野口　嘉德　氏（再任）
　 　　　　　　　　　　　　                        　　　　　　　　　　　　　　         ↖次ページへ続く

原案同意

議 案 第 37 号
議 案 第 38 号
議 案 第 39 号
議 案 第 40 号
議 案 第 41 号
議 案 第 42 号
議 案 第 43 号

５月
臨時会

６月
定例会

５月・６月の議会で
こんなことが決まりました！
５月18日、令和３年第１回臨時会が開催されました。
市長から提出された５件の議案を審議しました。議決結果は次のとおりです。

６月３日～ 17日の15日間、令和３年第２回定例会が開催されました。
市長から提出された16件の議案や、議会へ提出された１件の請願、
委員会から提出されたそれぞれ１件の意見書と議案（要望書）を審議しました。
議決結果は次のとおりです。

討論は
 6 ページ

審査は   
7 ページ

議案
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議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結　果

議 案 第 44 号

鹿嶋市農業委員会委員の任命について

                       　　　　　　　　　　　　    ↘前ページの続き

鹿嶋市農業委員会委員の任命について、農業委員会等に
関する法律第８条第１項の規定により、議会の同意を求め
るもの。任期は、令和３年８月27日から３年間。

議案第44号：大川　喜美　氏（再任）
議案第45号：笹本真由美　氏（再任）
議案第46号：日向寺昌幸　氏（再任）
議案第47号：笠貫　順一　氏（再任）
議案第48号：石津　　彰　氏（新任）
議案第49号：今村　太一　氏（新任）

原案同意

議 案 第 45 号

議 案 第 46 号

議 案 第 47 号

議 案 第 48 号

議 案 第 49 号

議 案 第 50 号 中野東小学校大規模改造建築工事
（北校舎）請負契約について

今回発注する工事は、老朽化が著しい中野東小学校北校
舎の内外装を改修し、校舎の長寿命化を図り、併せて非
構造部材の耐震対策を行うもの。条件付一般競争入札を
電子入札で５月13日に執行した結果、落札した株式会社
大地と2億2,770万円で請負契約を締結するため、議会の
議決を求めるもの。

原案可決

請願と委員会から提出された意見書　２件

令 和 ３ 年
請 願 第 １ 号

「安全・安心の医療・介護の実現と国
民のいのちと健康を守るための意見書」
を国に提出することを求める請願書

地方自治法第99条の規定に基づき、国会または関係行政
庁へ意見書（第１号）を提出するよう請願するもの。 採　　択

意見書第１号 安全・安心の医療・介護の実現と国民
のいのちと健康を守るための意見書

新型コロナウイルス感染対策の教訓を経て、国民のいの
ちと健康、暮らしを守るためにも、そして新たなウイルス
感染や自然災害などの事態の際に経済活動への影響を最
小限に抑え込むためにも、医療・介護・福祉、そして公
衆衛生施策の拡充は喫緊の課題。このことを踏まえ、医
療、介護、福祉に対する十分な財源確保、地域の声を踏
まえた医療体制の充実、医師・看護師・医療技術職・介
護職等の大幅な増員、公衆衛生行政の拡充、ウイルス研究、
検査・検疫体制などの強化・拡充、社会保障に関わる国
民負担軽減の実現を求めるもの。

【提出先：内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務大臣、総務大臣】
　　　　　　　　　　　　　　　   提出：文教厚生委員会

原案可決

委員会から提出された議案（要望書）　１件

第 ４ 号 議 案 東京五輪サッカー大会の小中全校応援
実施に関する要望書

コロナ禍での全校応援やその対策について、児童生徒や
保護者に十分な理解が得られているとは言い難く、心配
の声が上がっている。また、特別委員会の中でも、児童生
徒の安全を最優先し中止するべき、市の方針に沿って実
施するべき等、様々な意見があった。そのため要望事項を
取りまとめたため、市においては十分に留意し、児童生徒
や保護者へより一層の配慮をお願いする。

１．学校や保護者の声を積極的に取り入れ、最終的な実
施の判断基準を明確にしておくこと。

２．現地の事前確認を行い、熱中症対策や移動時の安全
対策など、万全の態勢で臨めるよう準備を進めること。

３．引率をする教員や児童生徒を送迎するバスの運転手
等へ、ワクチンの先行接種を検討すること。

４．子どもたちが全校応援時に感染した場合を想定し、そ
の対応を検討しておくこと。

　　　　　　　　　　　　　　　　  【提出先：鹿嶋市長】
　　　提出：東京2020オリンピック推進調査特別委員会

原案可決

審査は
7 ページ

全文は
15 ページ

議員賛否一覧表

賛否が分かれた議案と
議員（会派）の賛否結果
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議案第35号　令和３年度鹿嶋市一般会
計補正予算（第３号） ○○ ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ × × ○○ ○○ ○○ × × ○○

※篠塚洋三議長は、採決に加わりません。賛成＝〇、反対＝×、棄権＝△、欠席＝－
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者
、
医
療
従
事
者
の
支
援
の
た
め
の

対
策
を
最
優
先
に
位
置
づ
け
、
納
税
者

で
あ
る
市
民
が
納
得
で
き
る
明
解
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
よ
う
な
内
容
に
修
正

す
る
こ
と
を
強
く
求
め
、
反
対
と
す
る
。

反対

佐
藤
信
成 

議
員

　
コ
ロ
ナ
対
策
と
い
う
名
の
下
、
移
住
支
援

の
た
め
に
１
０
０
０
万
円
弱
の
補
正
予
算
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
成
果
が
出
る
か
不
透

明
で
、
イ
ベ
ン
ト
性
の
高
い
事
業
に
な
ぜ
コ

ロ
ナ
対
策
と
し
て
の
交
付
金
を
使
う
の
か
理

解
で
き
な
い
。
市
が
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
人
口
の
社
会
増
対
策
は
、
日
本
製
鉄
の

高
炉
停
止
に
よ
る
失
業
者
の
抑
制
や
若
者

へ
の
就
労
支
援
に
よ
っ
て
地
域
へ
と
ど
ま
り

続
け
て
も
ら
う
こ
と
へ
の
対
策
で
あ
る
。
ま

た
、
市
内
小
中
学
生
の
五
輪
サ
ッ
カ
ー
観
戦

の
費
用
に
つ
い
て
、
直
前
ま
で
市
内
の
コ
ロ

ナ
の
状
況
、
市
民
感
情
な
ど
も
留
意
し
た
上

で
補
正
予
算
と
し
て
審
議
を
す
る
べ
き
、
と

申
し
添
え
、
反
対
と
す
る
。

討 論討 論
国
の
交
付
金
の
使
い
方
が
争
点
に

議事録が完成され次第、鹿嶋市議会ホームページ
の会議録検索システムで検索することができます。

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会の主な活動経過 計20 回開催
（6/30 時点）

討
論

令和２年
４月21日　特別委員会設置

５月22日　市へ要望書を提出
・感染症拡大防止等について（4項目）
・学校への対応について（8項目）
・経済・生活支援対策について（27項目）
・今後の対応について（9項目）

５月22日　市内経済団体（７団体）へヒアリング実施

６月11日　ヒアリングをもとに市へ要望事項を提出
・早急に望まれる支援等について（５項目）
・国県への意見要望の働きかけについて（４項目）

６月11日　国・県へ意見書を提出
・経済支援対策について
・感染予防対策について
・医療・介護対策について
・労働者支援対策について
・教育・保育支援対策について
・各種支援体制組織の充実について

８月  ７日　市へ提言書を提出
・感染症予防対策・医療体制について
・経済支援について
・教育環境について

令和３年　
２月  ２日　市へ要望書を提出

３月19日　市へ提言書を提出
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● 

委
員
会
の
活
動 

●
＊
委
員
会
と
は
、
議
案
を
さ
ら
に
詳
細
に
審
査
す
る
機
関
で
、
鹿
嶋
市
議
会
に
は
４
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で
の
採
決
の
結
果
は
、

　

本
会
議
で
報
告
さ
れ
、
報
告
後
に
行
わ
れ
る
採
決
で
議
会
の
意
思
（
可
決
や
否
決
）
が
決
定
し
ま
す
。

し
、
今
回
も
同
様
に
感
染
予
防
、

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
、

今
後
を
見
据
え
た
事
業
と
し
て
１

億
円
ほ
ど
補
正
予
算
を
計
上
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
対
応
、
状
況

の
変
化
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
捉
え
、
９
月
以
降
の
補
正
に
つ

い
て
は
、
臨
時
交
付
金
の
活
用
を

十
分
に
図
り
な
が
ら
、
感
染
症
対

策
、
経
済
支
援
、
収
束
後
の
対
応

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
反
対
討
論
】

・
感
染
症
が
拡
大
す
る
中
で
そ
の

対
策
に
適
合
し
た
補
正
予
算
の
内

容
で
は
な
い
。

【
賛
成
討
論
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
現
在
の
状
況
と
先

を
見
据
え
た
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

補
正
内
容
で
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
議
案
第
35
号
に

つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決

定
し
ま
し
た
。

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、

１
件
の
補
正
予
算
を
審
査
し
ま
し

た
。主

な
質
疑

■
議
案
第
35
号　

令
和
３
年
度
鹿

嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　
問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
使
い
方
と
し
て
ピ
ン
ト

が
ず
れ
て
い
る
。
市
民
は
今
を
ど

う
乗
り
切
る
か
、
不
安
に
思
い
な

が
ら
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
臨
時

交
付
金
を
５
０
０
０
万
円
残
し
て

い
る
が
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
で

も
市
民
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
姿
勢
が
補
正
予
算
か
ら

見
え
な
い
。
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。答

約
１
億
８
０
０
０
万
円
の

限
度
額
で
５
０
０
０
万
円

ほ
ど
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
５

月
に
は
感
染
拡
大
へ
の
対
策
、
長

寿
祝
い
膳
応
援
事
業
等
の
補
正
を

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
等
の
補
正
予
算
を
審
査

予 算 決 算 常 任 委 員 会

　
文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、
議
案

１
件
と
請
願
１
件
を
審
査
し
ま
し

た
。主

な
質
疑

■
議
案
第
50
号　

中
野
東
小
学
校

大
規
模
改
造
建
築
工
事（
北
校
舎
）

請
負
契
約
に
つ
い
て

　

老
朽
化
が
進
む
中
野
東
小
学
校

北
校
舎
の
内
外
装
改
修
工
事
の
請

負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

問
市
内
の
学
校
施
設
に
お
け

る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
状
況
は
。

答
吹
き
付
け
さ
れ
た
ア
ス
ベ

ス
ト
を
対
象
と
し
た
含
有

調
査
に
よ
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
確

認
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
全
て

除
去
が
完
了
し
て
い
る
。

意
見
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
し
て
は

健
康
被
害
も
あ
る
の
で
、

し
っ
か
り
と
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。 小

学
校
大
規
模
改
造
建
築
工
事
の

請
負
契
約
締
結
に
関
す
る
議
案
な
ど
を
審
査

　

採
決
の
結
果
、
審
査
し
た
議
案

と
請
願
は
、
全
員
賛
成
で
、
原
案

の
と
お
り
可
決
・
採
択
す
べ
き
で

あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

議会が議決しなければならない事件の一つとし

て、地方自治法に「その種類及び金額について政

令で定める基準に従い条例で定める契約を締結

すること」と規定されています。鹿嶋市の「議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分

に関する条例」では、議会の議決に付さなけれ

ばならない契約は、予定価格１億５０００万円以

上の工事又は製造の請負と定められています。

文 教 厚 生 委 員 会
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　一般質問は、私たちの生活に
かかわりの深い事柄について質問
するものです。
　掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会の
ホームページにある「議会録画配信」を
ご利用ください。

このＱＲコードまたは各議員の顔写真下のＱＲコード
から一般質問の映像がご覧いただけます。

Ｑ
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て

川
井
子
ど
も
た
ち
が
お
金
の
心
配

を
せ
ず
、
学
校
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ
し
て
保
護

者
の
負
担
軽
減
と
い
う
意
味
か
ら
も
、

給
食
の
無
償
化
と
い
う
支
援
が
必
要

と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
何
度
も
繰
り
返

し
質
問
し
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困

窮
に
陥
り
、
制
度
と
し
て
や
っ
て
い
る

か
ら
大
丈
夫
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
は

な
く
な
っ
て
い
る
。
明
日
食
べ
る
お
米

も
な
い
と
い
う
方
た
ち
の
声
に
本
当
に

耳
を
傾
け
て
い
る
の
か
。
給
食
の
無
償

化
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
市

長
か
ら
答
弁
を
い
た
だ
き
た
い
。

A
検
討
し
て
い
き
た
い

市
長
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
、
本
当
に
職

を
失
っ
た
り
、
今
ま
で
と
は

違
う
状
況
が
い
ろ
い
ろ
あ
ろ
う
か
と
思

う
。
調
査
を
し
な
が
ら
、
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
、
も
っ
と
拡
充
し
な
く
て
は

い
け
な
い
の
か
ど
う
か
、
こ
れ
か
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
新
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
に
対

す
る
市
の
考
え
は

川
井
厚
労
省
は
、
保
育
士
不
足
を

理
由
に
、
２
０
２
１
年
度
か

ら
保
育
所
な
ど
で
配
置
す
る
保
育
士
に

つ
い
て
、
常
勤
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

緩
め
る
規
制
緩
和
、
新
子
育
て
安
心
プ

ラ
ン
を
実
施
し
た
。
今
回
の
緩
和
の
問

題
点
は
、
新
プ
ラ
ン
実
施
の
た
め
に
必

要
な
財
源
、
約
４
４
０
億
円
を
児
童
手

当
の
特
別
給
付
の
一
部
削
減
に
よ
っ
て

充
当
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
保
育
の
在
り
方
を
大
き
く

劣
化
さ
せ
る
大
問
題
だ
。
さ
ら
に
指
摘

す
る
な
ら
ば
、
規
制
緩
和
は
保
育
界
か

ら
の
要
望
で
は
な
く
、
厚
労
省
か
ら
の

保
育
士
不
足
の
策
と
し
て
出
さ
れ
た
も

の
で
、
全
国
で
反
対
の
署
名
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、

市
は
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。A

現
行
の
基
本
的
姿
勢
を
今
後
も

継
続

教
育
部
長

市
と
し
て
は
、
こ
の
制
度
は

待
機
児
童
が
発
生
し
た
場
合

の
緊
急
的
措
置
と
捉
え
て
い
る
。
ク
ラ

ス
担
任
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
１
日

を
通
し
て
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
る
と

の
考
え
か
ら
、
担
任
は
正
規
職
員
で
担

う
と
い
う
現
行
の
基
本
的
姿
勢
は
今
後

も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

川
かわ

井
い

  宏
ひろ

子
こ

 議員
〔発言時間＝60分〕

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
制
服
、
体
操
服
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て

質
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
設
置

を
質
高
齢
者
医
療
費
２
倍
化
法
案
に
つ
い

て

質問
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Ｑ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建

設
地
に
つ
い
て

舛
井
基
本
構
想
は
作
ら
ず
に
詳
細

設
計
に
移
る
と
、
以
前
は
説

明
し
て
い
た
が
、
現
在
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
状
況
把
握
と
、
新
た
に
整

備
す
る
セ
ン
タ
ー
の
建
設
候
補
地
を
含

め
た
考
え
方
の
骨
格
と
な
る
も
の
が
基

本
構
想
で
あ
る
。
そ
れ
を
基
に
し
て
詳

細
設
計
が
進
め
ら
れ
る
は
ず
だ
が
、
な

ぜ
基
本
構
想
は
作
ら
な
か
っ
た
の
か
。

A
基
本
計
画
の
ま
と
め
を
行
っ
て
い

る
政
策
企

画
部
長
現
在
施
設
整
備
に
当
た
っ
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
基

本
計
画
の
最
終
的
な
ま
と
め
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

舛
井
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
と
い

う
こ
と
は
初
耳
だ
が
、
場
所
の

選
定
も
遡
っ
て
行
う
と
い
う
こ
と
か
。

健
康
福

祉
部
長
新
施
設
の
建
設
場
所
に
つ
い
て

は
、
既
に
市
と
し
て
総
合
的
に

判
断
し
選
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

回
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
に
建
設

場
所
へ
の
設
問
は
設
け
て
い
な
い
。

舛
井
順
番
が
違
う
。
市
民
に
と
っ
て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
整
備
の

大
き
な
変
化
の
一
つ
は
、
場
所
の
移
転
。

基
本
計
画
は
、
市
民
や
利
用
者
の
方
々

の
声
を
聞
か
ず
に
建
設
場
所
を
既
に
決

め
て
か
ら
、
ま
し
て
や
そ
の
土
地
の
取
得

や
詳
細
設
計
の
予
算
を
既
に
決
定
し
て

か
ら
つ
く
る
も
の
で
は
な
い
。
移
転
し
た

い
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
、
現
状
の
場
所

で
改
修
し
た
場
合
と
、
そ
の
ほ
か
の
候
補

地
を
選
定
し
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
と
市

民
の
要
望
も
踏
ま
え
た
形
で
総
合
評
価

し
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
市

で
も
同
様
な
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
整

備
す
る
計
画
が
あ
る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
市
民
か
ら
出
た
意
見
、
要
望
な
ど
を

基
に
、
３
つ
の
候
補
地
に
つ
い
て
総
合
評

価
し
建
設
地
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
、
本
来
の
市
民
に
寄
り
添
っ
た
市
政
の

や
り
方
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
同
じ
地
方
自

治
体
で
、
こ
う
も
差
が
出
て
し
ま
う
の
か
。

ま
た
、
市
が
計
画
中
の
高
松
小
中
一
貫
校

の
施
設
整
備
に
つ
い
て
も
、
候
補
地
の
３

か
所
に
つ
い
て
丁
寧
に
総
合
評
価
を
実
施

し
整
備
場
所
を
決
定
し
て
い
る
。
な
ぜ
同

じ
市
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
、
こ
う
も
や
り

方
に
差
が
つ
い
て
し
ま
う
か
。
こ
れ
か
ら

少
々
時
間
を
か
け
て
で
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト

等
で
市
民
の
声
を
聞
き
、
建
設
地
を
選

定
す
る
と
い
う
、
行
政
と
し
て
当
た
り
前

の
こ
と
を
当
た
り
前
に
や
っ
て
い
た
だ
き
、

合
意
形
成
に
努
め
、
総
合
的
に
評
価
し

た
基
本
構
想
を
作
成
し
、
慎
重
か
つ
丁
寧

に
進
め
る
べ
き
。
私
が
考
え
た
案
と
し
て

は
、
現
状
の
場
所
の
再
整
備
、
ま
た
は
中

央
図
書
館
と
の
複
合
化
も
、
市
の
考
え
て

い
る
案
と
比
較
し
て
優
劣
つ
け
が
た
い
と

考
え
る
。

舛
ます

井
い

　明
あきひろ

宏 議員
〔発言時間＝60分〕

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
建
設
の
進
捗

等
に
つ
い
て
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Ｑ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
状
況

は内
田
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
予
約
状
況
（
65

歳
以
上
）
に
つ
い
て
伺
う
。

A
当
初
予
定
の
７
割
は
７
月
末
で

完
了
見
込
み

健
康
福

祉
部
長
第
１
回
目
（
４
月
26
日
）
の

予
約
受
付
は
５
０
６
９
人

（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
７
２
１
人
、
ウ
ェ
ブ

４
３
４
８
人
）、
第
２
回
目
（
５
月
26
日

か
ら
）
の
予
約
受
付
は
１
０
８
９
０
人

で
あ
り
、
６
月
１
日
現
在
で
希
望
さ
れ

る
高
齢
者
の
接
種
見
込
み
率
は
81
％
と

な
る
。
現
時
点
に
お
い
て
は
当
初
予
定

の
約
７
割
の
方
は
、
お
お
む
ね
７
月
末

に
接
種
が
終
了
す
る
見
込
み
。

Ｑ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
感
染
症
対

策
は

内
田
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観
戦
者
の
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

A
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が
進
ん
で
い
る

政
策
企

画
部
長
カ
シ
マ
ス
タ
ジ
ア
ム
内
や
ス

タ
ジ
ア
ム
に
至
る
観
客
動
線

に
つ
い
て
は
、
組
織
委
員
会
と
県
が
中

心
と
な
り
、
施
設
の
清
掃
、
消
毒
の
徹

底
、
３
密
回
避
や
マ
ス
ク
の
着
用
、
大

声
で
の
会
話
の
自
粛
と
い
っ
た
飛
沫
予

防
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
予
防
対
策
、

ス
タ
ッ
フ
の
健
康
管
理
や
体
調
不
良
者

へ
の
対
応
な
ど
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
市
主
催
の
お
も
て
な
し

事
業
の
具
体
的
な
感
染
予
防
対
策
と
し

て
は
、
飛
沫
・
接
触
感
染
防
止
、
来
場

者
及
び
関
係
者
の
体
調
管
理
の
徹
底
と

い
う
柱
を
中
心
に
、
来
場
者
へ
の
検
温

実
施
、
プ
ラ
カ
ー
ド
や
拡
声
器
の
活
用
、

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
等
接
触
を
伴
う
イ
ベ

ン
ト
の
見
直
し
等
対
策
を
講
じ
る
。

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
で
の
歴
史
資
料
館

整
備
事
業
は

内
田
感
染
症
対
策
経
費
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
中
、
さ
ら
に
は

財
政
状
況
が
厳
し
い
折
、
今
ま
で
通
り

歴
史
資
料
館
整
備
事
業
を
推
進
す
る

意
義
を
伺
う
。

A
市
の
将
来
の
た
め
に

市
長
本
市
に
は
全
国
に
誇
れ
る
歴

史
が
あ
る
が
、
市
民
は
そ
の

歴
史
に
接
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
な

い
。
鹿
島
開
発
も
60
年
が
経
過
し
、
今

後
正
し
く
語
り
継
ぐ
こ
と
が
困
難
な
状

況
と
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
歴
史
を

保
存
し
、
後
世
に
伝
承
さ
せ
て
い
く
こ

と
、
郷
土
愛
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
は

行
政
の
役
割
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

目
の
前
の
問
題
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
て
し

ま
い
、
人
の
意
見
に
左
右
さ
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
大
衆
迎
合
政
治
に
陥
っ
て
は

な
ら
な
い
と
肝
に
銘
じ
、
財
政
が
厳
し

い
の
は
十
分
理
解
し
て
い
る
が
、
オ
ー

ル
鹿
嶋
で
知
恵
を
絞
り
乗
り
越
え
、
市

の
将
来
の
た
め
、未
来
へ
の
投
資
を
行
う
。

内
う ち だ

田  政
まさふみ

文 議員
〔発言時間＝45分〕

質問
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Ｑ
感
染
症
防
止
対
策
に
つ
い
て

宇
田
感
染
症
防
止
対
策
に
つ
い
て
、

今
後
さ
ら
に
感
染
防
止
対
策

を
実
施
す
べ
き
と
計
画
し
て
い
る
項
目

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
水
道
蛇
口
の
改
修
を
行
う

教
育
部
長

市
内
全
小
中
学
校
に
お
い
て

は
、
児
童
生
徒
が
手
を
触
れ

る
こ
と
の
多
い
ト
イ
レ
及
び
手
洗
い
場

に
あ
る
水
道
の
蛇
口
を
レ
バ
ー
式
に
交

換
改
修
を
行
っ
た
。
ト
イ
レ
、
手
洗
い

場
の
蛇
口
に
つ
い
て
、
一
定
程
度
使
用

者
が
限
定
さ
れ
る
保
育
園
等
の
水
道

蛇
口
に
つ
い
て
は
レ
バ
ー
式
に
、
ま
た

不
定
期
で
不
特
定
多
数
の
市
民
が
利

用
さ
れ
る
公
民
館
、
体
育
館
等
の
水
道

蛇
口
に
つ
い
て
は
セ
ン
サ
ー
式
の
自
動

水
栓
に
改
修
す
る
計
画
を
し
て
い
る
。

ま
た
３
密
に
な
り
や
す
い
環
境
の
児
童

ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
３
密
回
避
の
観
点

よ
り
、
一
時
的
に
ク
ラ
ブ
室
を
増
や
す

な
ど
、
学
校
と
調
整
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
集
団
接
種
会
場
の
選
定
経
過
は

宇
田
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
会
場

と
し
て
、
公
共
施
設
含
め
施

設
の
選
定
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

A
効
率
的
・
安
全
に
実
施
す
る
観

点
を
重
視

健
康
福

祉
部
長
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る

と
と
も
に
、
効
率
的
か
つ
安

全
に
本
来
目
的
と
す
る
事
業
等
が
円
滑

に
実
施
さ
れ
る
視
点
も
含
め
検
討
し
た
。

動
線
の
確
保
や
人
と
人
と
の
距
離
、
駐

車
ス
ペ
ー
ス
や
冷
暖
房
設
備
な
ど
総
合

的
に
判
断
し
、
民
間
施
設
含
め
８
会
場

で
実
施
計
画
を
立
て
て
い
る
。

宇
田
施
設
の
選
定
に
つ
い
て
は
疑
念

を
持
た
れ
な
い
よ
う
に
、
透
明

性
を
担
保
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

Ｑ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
を

宇
田
高
齢
化
社
会
が
進
み
、
集
団
接

種
会
場
な
ど
に
適
し
た
公
共
施

設
が
少
な
い
な
か
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
対
応
し
た
施
設
変

更
が
必
要
と
考
え
る
が
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
改
修
を
検
討
し
て
い
き
た
い

教
育
部
長

近
年
整
備
し
た
公
共
施
設
に

つ
い
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
対
応
済
み
。
鹿
嶋
勤
労
文
化
会
館
に

つ
い
て
は
、
老
朽
化
修
繕
を
優
先
し
て

い
る
状
況
で
あ
り
、
機
能
向
上
も
合
わ

せ
た
改
修
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

健
康
福

祉
部
長
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
の
施
策
と
し
て
、
高
齢
者・

障
が
い
者
に
も
や
さ
し
い
都
市
基
盤
の

整
備
等
を
位
置
づ
け
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
も
取
り
入
れ
、
施

設
利
用
者
の
利
便
性
と
安
全
性
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

宇
田
今
回
の
集
団
接
種
等
を
契
機

に
今
後
の
公
共
施
設
の
あ
る

べ
き
施
設
仕
様
等
に
つ
い
て
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
と
併
せ
て
推
進
を

お
願
い
す
る
。

宇
う

田
だ

  一
かず

男
お

 議員
〔発言時間＝45分〕
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Ｑ
鹿
嶋
づ
く
り
に
必
要
不
可
欠

な
人
材
と
は

小
松
﨑
時
代
に
適
し
た
自
治
体
運
営

を
す
る
に
あ
た
り
、
市
の
職

員
一
人
一
人
の
能
力
を
今
以
上
に
最
大

限
引
き
出
す
仕
組
み
が
喫
緊
の
課
題
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
向
け
た
市
役
所
づ

く
り
に
は
、
職
員
一
人
一
人
の
力
に
か

か
っ
て
い
る
。
今
後
の
鹿
嶋
づ
く
り
に

お
い
て
必
要
不
可
欠
と
考
え
る
人
材
は
。

A
柔
軟
な
考
え
方
に
期
待

市
長
行
政
の
プ
ロ
と
し
て
強
い
責

任
感
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
打
破

す
る
た
め
に
は
経
営
意
識
が
高
く
、
稼

ぐ
力
を
持
っ
た
人
材
と
な
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
前
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
新
し
い
発
想
、
い
か
に
稼
ぐ
か
、

い
か
に
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
下
げ
ず
に
コ

ス
ト
を
下
げ
る
か
、
職
員
の
自
由
で
柔

軟
な
考
え
方
に
期
待
し
て
い
る
。

Ｑ
通
学
路
の
安
全
性
の
担
保
は

小
松
﨑
生
活
道
路
に
お
け
る
通
学
路

に
つ
い
て
、
１
年
を
通
じ
て

安
全
性
を
担
保
す
る
維
持
管
理
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
改
善
に
向
け
対
応
を
お
願
い
し

て
い
る

教
育
部
長

定
期
的
な
通
学
路
の
安
全
対

策
と
し
て
、
雑
草
の
繁
茂
状

況
、
道
路
や
安
全
施
設
に
損
傷
が
あ
る

か
、
白
線
が
消
え
て
い
な
い
か
等
に
つ

い
て
、
学
校
と
保
護
者
、
児
童
の
３
者

に
よ
る
点
検
の
ほ
か
、
通
学
路
安
全
対

策
推
進
会
議
の
委
員
に
よ
る
合
同
点

検
を
年
１
回
程
度
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
随
時
、
学
校
や
保
護
者
、
地
域
住

民
に
よ
る
危
険
箇
所
の
指
摘
や
要
望
等

に
基
づ
き
現
地
を
確
認
し
、
対
策
が
必

要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
な
ど

の
道
路
管
理
者
、
警
察
署
や
市
交
通
防

災
課
な
ど
関
係
各
所
と
協
議
し
、
改
善

に
向
け
対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

Ｑ
自
主
防
災
組
織
の
活
動
支
援
は

小
松
﨑
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
、

自
主
防
災
組
織
の
活
動
環
境

の
整
備
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
と
あ

る
。
市
と
し
て
自
主
防
災
組
織
の
活
動

環
境
の
整
備
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
具
体
的
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

A
運
営
費
な
ど
の
支
援
を
検
討

市
民
生

活
部
長
自
主
防
災
組
織
設
立
時
に
活

動
育
成
補
助
金
と
し
て
５
万

円
の
補
助
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
自
主

防
災
組
織
ご
と
の
運
営
費
等
へ
の
支
援

は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
今
後
は
、
平
成
26

年
に
作
成
し
た
各
地
区
の
わ
が
家
・
わ
た

し
の
防
災
シ
ー
ト
の
避
難
場
所
を
改
め
て

確
認
す
る
な
ど
、
様
々
な
団
体
が
連
携

し
て
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
る
た
め
の
取

組
を
推
進
し
、
そ
の
上
で
自
主
防
災
組

織
ご
と
の
運
営
費
や
資
機
材
等
購
入
費

用
へ
の
支
援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

小
こ

松
まつ

﨑
ざき

  敏
とし

紀
のり

 議員
〔発言時間＝45分〕

質問
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Ｑ
高
炉
停
止
を
受
け
て
市
独
自

の
対
策
本
部
の
設
置
を

佐
藤
企
業
か
ら
の
切
実
な
経
営
状

況
、
雇
用
状
況
の
見
通
し
な

ど
を
把
握
し
対
策
を
打
っ
て
い
く
た
め

に
も
、
県
が
主
導
の
対
策
本
部
に
任
せ

る
よ
り
も
、
鹿
嶋
市
独
自
の
対
策
本
部

も
設
置
し
、
主
体
的
な
対
応
に
あ
た
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

A
初
動
対
応
は
し
っ
か
り
で
き
た

市
長
現
在
、
茨
城
県
知
事
を
本
部

長
と
し
、
関
係
各
所
と
合
同

対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
初
動

対
応
に
つ
い
て
は
、
県
の
合
同
対
策
本

部
を
中
心
に
し
っ
か
り
対
応
で
き
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
失
業
世
帯
に
対
す
る
子
ど
も

の
進
学
支
援
に
つ
い
て

佐
藤
残
念
な
が
ら
職
を
失
う
人
が

少
な
か
ら
ず
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

親
の
経
済
状
況
に
関
わ
ら
ず
子
ど
も
た

ち
が
学
び
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
経
済
的

な
支
援
策
の
準
備
を
。

A
臨
機
応
変
に
対
応

教
育
部
長

経
済
状
況
を
鑑
み
、
奨
学
金

貸
与
者
の
枠
を
外
す
な
ど
臨

機
応
変
に
対
応
し
、
経
済
的
理
由
で
学

び
の
志
を
諦
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
奨

学
金
制
度
の
運
営
に
努
め
て
い
く
。

佐
藤
対
象
者
が
増
え
れ
ば
、
制
限

な
く
貸
与
し
て
く
れ
る
の
か
。

教
育
部
長

無
制
限
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

基
金
の
運
用
上
、
枠
と
し
て

は
30
人
程
度
が
適
正
な
数
字
か
と
思

う
が
、
若
干
の
枠
を
超
え
て
の
貸
与
は

可
能
と
考
え
て
い
る
た
め
、
当
面
は
そ

う
い
っ
た
対
応
を
取
り
た
い
。

佐
藤
基
金
だ
け
で
な
く
、
市
の
お

金
も
使
っ
て
貸
し
出
し
人
数

を
増
や
し
て
も
ら
う
よ
う
求
め
る
。

Ｑ
通
勤
圏
の
拡
大
に
つ
い
て

佐
藤
雇
用
対
策
と
し
て
、
通
勤
圏
の

拡
大
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。
鹿

島
神
宮
駅
か
ら
千
葉
駅
ま
で
快
速
列
車

を
走
ら
せ
ら
れ
れ
ば
、
鹿
嶋
に
住
み
な
が

ら
、
首
都
圏
が
現
実
的
に
通
勤
、
そ
し
て

通
学
圏
内
に
入
る
。
市
は
本
気
で
取
り

組
む
べ
き
だ
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

A
今
後
も
要
望
す
る

政
策
企

画
部
長
鹿
行
地
域
は
千
葉
、
東
京
方

面
へ
の
通
学
、
通
勤
圏
内
で

も
あ
る
た
め
、
快
速
電
車
を
Ｊ
Ｒ
東
日

本
へ
要
望
し
て
き
た
。
今
後
も
Ｊ
Ｒ
東

日
本
へ
の
要
望
は
も
と
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
鹿

島
線
沿
線
自
治
体
と
一
体
と
な
り
、
利

用
者
の
増
加
策
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

佐
藤
Ｊ
Ｒ
等
に
要
望
を
す
る
だ
け
で

な
く
、
Ｊ
Ｒ
側
へ
の
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
こ
と
な
ど
を
併
せ
て
提
案
し
、
真

剣
に
本
気
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

佐
さ と う

藤  信
のぶなり

成  議員
〔発言時間＝60分〕
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Ｑ
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
に
つ
い
て

立
原
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
高

齢
者
は
７
月
末
ま
で
と
の
指

示
が
あ
る
。
確
定
供
給
量
と
い
う
の
が

必
要
量
に
追
い
つ
く
の
か
。
東
京
な
ど

で
は
、
都
と
約
束
し
た
数
が
入
っ
て
こ
な

く
て
、
調
整
に
四
苦
八
苦
し
た
自
治
体

も
あ
っ
た
よ
う
な
話
を
聞
く
。
本
市
に

お
い
て
そ
う
い
っ
た
心
配
は
な
い
の
か
。

A
確
保
で
き
て
い
る

健
康
福

祉
部
長
６
月
４
日
現
在
の
本
市
へ
の

ワ
ク
チ
ン
供
給
確
定
量
は
、
６

月
21
日
の
週
及
び
28
日
の
週
に
配
送
さ

れ
る
分
を
見
込
み
全
部
で
累
計
45
箱（
５

万
２
６
５
０
回
分
）
と
な
り
、
人
数
に

す
る
と
２
万
６
３
２
５
人
分
の
供
給
が

確
定
を
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
予

約
を
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
等
分
（
１
万

６
５
９
６
人
掛
け
る
２
回
分
）
確
保
が

で
き
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

Ｑ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
学
校
連
携
観

戦
に
つ
い
て

立
原
鹿
嶋
開
催
の
サ
ッ
カ
ー
の
試
合

を
子
ど
も
た
ち
に
観
戦
さ
せ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

A
感
染
対
策
を
徹
底
す
る

教
育
長
今
後
大
会
組
織
委
員
会
等
か

ら
示
さ
れ
る
観
客
向
け
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
や
、
Ｊ
リ
ー
グ
観
戦
応
援
ス

タ
イ
ル
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

応
援
時
の
感
染
対
策
に
努
め
て
い
く
と

と
も
に
、
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
児
童
生
徒

が
一
般
の
観
客
と
接
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
観
客
席
の
エ
リ
ア
区
分
を
行
い
、

ま
た
学
校
か
ら
ス
タ
ジ
ア
ム
ま
で
の
バ

ス
移
動
に
お
い
て
は
検
温
の
実
施
の
ほ

か
、
乗
降
時
の
手
指
消
毒
の
実
施
、
移

動
中
の
車
内
で
は
声
を
出
さ
な
い
な
ど

の
感
染
対
策
を
徹
底
し
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
サ
ッ
カ
ー
観
戦
で
き
る
よ

う
、
で
き
る
限
り
の
感
染
リ
ス
ク
の
削

減
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ
ご
み
中
継
施
設
に
つ
い
て

立
原
持
ち
込
ん
だ
ご
み
を
、
そ
の

ま
ま
た
め
て
お
い
て
、
そ
れ

を
大
き
い
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
、
今
度

は
神
栖
に
持
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

臭
い
や
交
通
渋
滞
な
ど
に
不
安
の
声
が

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
住
民
に
対
し
て

説
明
す
る
つ
も
り
な
の
か
。

A
渋
滞
緩
和
に
配
慮

市
民
生

活
部
長
市
民
の
利
便
性
、
仮
置
き
と

神
栖
市
へ
の
搬
送
に
お
け
る

渋
滞
や
事
故
等
の
増
加
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ
方
式
と
大
き

な
違
い
は
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
車

両
集
中
に
備
え
、
計
量
器
前
の
待
機
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
な
ど
、
搬
入
車
両

の
渋
滞
緩
和
に
配
慮
し
て
い
く
。
悪
臭

対
策
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
中
継
施

設
か
ら
の
排
出
を
想
定
し
て
い
る
輸
送

用
コ
ン
テ
ナ
は
、
パ
ッ
キ
ン
に
よ
る
機

密
性
が
高
く
、
臭
気
、
汚
水
の
漏
え
い

が
な
い
機
能
を
有
し
て
い
る
。

立
たち

原
はら

  弘
ひろ

一
いち

 議員
〔発言時間＝60分〕

質問
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　要望東京五輪サッカー大会の
小中全校応援実施に関する要望書
　現在、全国的に新型コロナウイルス感染症の新規感染者の減少傾向が続く一方、本県では
変異株の陽性率が増加するなど、感染再拡大への懸念が残っております。こうした影響もあり、
本市での東京２０２０オリンピックサッカー競技開催まで１か月余りとなりましたが、未だに入
場者の制限の詳細が決定しておらず、十分な準備ができていません。また政府においては、事
前にＰＣＲ検査などを行った上で、入場時に１週間以内に取得した「陰性証明書」の提示を求
める案を検討していると報道されております。 
　そのような状況の中、本市においては、市内小・中学生のオリンピック観戦は子どもたちにとっ
て、かけがえのない経験と感動を心に残すことができる二度とない大変貴重な機会とし、全校
応援の計画を進めているところであります。６月定例会の一般質問においては、応援時や移動
時の感染対策を徹底することや、参加を強制せず、児童生徒、保護者へ参加の希望調査を行う
こととし、参加しない場合でも欠席扱いしない取扱いとするとの答弁がされました。また報道
では、入場者に新型コロナの陰性証明が求められた際は、陰性を証明する抗原検査やＰＣＲ検
査の料金を市が全額を負担するとの発表もされました。
　しかし、コロナ禍での全校応援やその対策について、児童生徒や保護者に十分な理解が得ら
れているとは言い難く、心配の声が上がっています。また、東京２０２０オリンピック推進調査
特別委員会の中でも、児童生徒の安全を最優先し中止するべき、市の方針に沿って実施するべ
き等、様々な意見がありました。
　そのため東京２０２０オリンピック推進調査特別委員会において協議・検討をし、下記のとお
り要望事項を取りまとめましたので、市におかれましては十分に留意していただき、児童生徒
や保護者へより一層の配慮をお願いいたします。

記

１．学校や保護者の声を積極的に取り入れ、最終的な実施の判断基準を明確にしておくこと。

２．現地の事前確認を行い、熱中症対策や移動時の安全対策など、万全の態勢で臨めるよう
　　準備を進めること。

３．引率をする教員や児童生徒を送迎するバスの運転手等へ、ワクチンの先行接種を検討する
　　こと。

４．子どもたちが全校応援時に感染した場合を想定し、その対応を検討しておくこと。

６/17  市長に要望書を提出しました
要

望
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宇
田
一
男

　
委
員
会
構
成
改
編
に
よ
り
今
号
よ

り
広
報
広
聴
委
員
と
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
取
材
等
へ
も
影

響
が
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
市
議
会
を
つ
な
ぐ
「
と
び
ら
」
と

な
れ
る
よ
う
、
今
後
も
議
会
広
報
含

め
小
松
﨑
委
員
長
を
中
心
に
委
員
一

丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
「
と
び
ら
」

を
目
指
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

◆
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　
　

小
松
﨑　

敏　

紀

副
委
員
長　
　

樋　

口　

富
士
男

委　
　

員　
　

小　

池　

み
よ
子

委　
　

員　
　

宇　

田　

一　

男

委　
　

員　
　

笹　

沼　

康　

弘

委　
　

員　
　

舛　

井　

明　

宏

16

─鹿嶋っ子の夢、　応援しています─
きかせて！あなたの夢

鹿
野
中
学
校
３
年
生

鹿
野
中
学
校
３
年
生

内内う
ち
だ

う
ち
だ田田　　

晴晴せ
い
す
け

せ
い
す
け介介

さ
ん
さ
ん　　

オンライン英
語
を
使
っ
た
仕
事
を

　

僕
の
夢
は
、
将
来
、
英
語
を

使
っ
て
人
と
接
す
る
仕
事
を
す

る
こ
と
で
す
。
東
京
へ
行
っ
た

と
き
に
ホ
テ
ル
で
外
国
の
方
と

お
話
を
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
す
。
夢
の
実
現
に
向
け
て
英

語
の
勉
強
、特
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
つ
け
る
た
め
に

努
力
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
塾
に
も
通
っ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
会
活
動
に
も
取
り
組

ん
で
お
り
、
学
校
行
事
の
開
催

や
校
則
の
見
直
し
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
様
々
な
活

動
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
秋
に
開
催
さ
れ
る
京
都
方

面
へ
の
修
学
旅
行
が
楽
し
み
で
、

班
編
成
な
ど
準
備
を
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
が
一
日
で
も
早
く

収
束
す
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

鹿
嶋
市
は
自
然
が
多
く
、
１

年
を
通
し
て
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、

ま
た
東
京
へ
行
き
や
す
い
と
こ

ろ
も
魅
力
で
す
が
、
電
車
の
本

数
が
少
な
く
遊
べ
る
場
所
が

な
い
こ
と
が
残
念
で
す
。

　

将
来
の
鹿
嶋
は
、
若
い
人
た

ち
が
引
っ
張
っ
て
、
そ
し
て
若

い
人
の
意
見
が
活
か
さ
れ
る
よ

う
な
街
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

爽
や
か
な
笑
顔
で
夢
を

語
っ
て
く
れ
た
内
田
さ
ん
。
生

徒
会
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動
に

つ
い
て
も
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。「
夢
は
望
ま
な
け
れ
ば
叶

わ
な
い
」
と
言
い
ま
す
。
有
言

実
行
で
一
歩
一
歩
夢
の
実
現
に

向
け
て
歩
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
ず
は
修
学
旅
行
に
行

け
る
と
良
い
で
す
ね
。
応
援
し

て
い
ま
す
！
（
小
池
・
宇
田
）

　コロナ禍において、日本のデジタル化が大幅に
遅れていることが浮き彫りとなり、行政のデジタル
化が急務となっています。本市議会においても、Ｉ
ＣＴの導入を進めていきます。具体的には、議場
のほか会議室の無線ＬＡＮの導入、「とびら」のリ
モート取材、全議員へのタブレット貸与による会
議のペーパーレス化
やスケジュール管理
などです。今後もで
きることから着実に
ＩＣＴを活用してま
いります。　

議員表彰を受けました！ ＩＣＴの導入を進めています！
　全国市議会議長会から、永年にわたり地方自治の
発展と市政の振興に貢献した功績により宇田一男議
員が表彰を受けました。

全国市議会議長会表彰
議員在職10年以上　
宇田一男議員（写真左）

8月31日（火）次回定例会の
開会予定は
8/ 31（火） 本会議：開会
9/ 7（火）・8（水）

9（木）
本会議：一般質問
　※９日は予備日 

10（金） 本会議：質疑・委員会付託、予算決算常任委員会
13日（月）・14日（火）

15日（水） 予算決算常任委員会

17日（金） 常任委員会
21日（火） 予算決算常任委員会
24日（金） 本会議：委員長報告・討論・採決・閉会

※変更の場合があります。詳細はＨＰでお知らせします。
　https://www.city.kashima.ibaraki.jp/site/19gikai/3297.html

リモートで取材をする広報広聴委員
会メンバー


